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三牧陽子先生をおくる
三牧陽子教授が、2013年3月に大阪大学国際教育交流センターを定年退職されます。ご健勝に定
年を迎えられることはおめでたいことですが、三牧先生の存在の大きさがじわじわと実感となって迫つ
てきております。
三牧先生が、留学生センターから国際教育交流センターヘと改組された歴史をずっと支えてこられ
たことは、皆がよく知るところです。 日本語教育やポライ トネス研究のみならず、本センターの教務
委員長、また副センター長として、学内外に強力に発信されて来られたことは、新参者の私が申し上
げるまでもありませんが、先生とは少なからずご縁がありましたので、少し書かせていただきます。
まず、先生が兼任されております言語文化研究科言語文化専攻言語コミュニケーション論講座の同
僚として、多くの院生の論文指導や審査をご一緒しました。なにより、非常に柔らかな口調で、かつ
ピンポイントで説得力あるご指導をされるのに、感服しておりました。先生の専門用語を使えば、院
生のネガティブ・ポライ トネスに配慮しつつ、ポジティブ・ポライ トネスを発揮されたご指導といえ
ましょう。おかげで、この分野で多くの新進研究者や教育者を輩出し、そのうちの何人かは、本セン
ターで教育の実践の場まで与えていただきました。
また、三牧先生の博士論文『初対面会話におけるポライ トネスに関する談話研究』の主査を僣越な
がら務めさせていただきました。この論文では、従来のポライ トネス研究の問題点と論点を明快に拐1
き、それを補完さらに進展させる形で新たな視点を導入して、談話レベルにおける話題やFTAなど
のバランス探究行動の様相をダイナミックにかつ実証的に抽出し、ポライ トネス研究における確たる
方向性と手法を示されました。まさに、ポライ トネス研究の第一人者ならではのご論考でした。
このようなご縁のなかで、三牧先生といえば、まず gracefulということばが思い浮かびます。お
人柄や立ち居振る舞いはもとより、ご専門もポライ トネスということで、まさにgraceに満ちあふれ
た道を歩まれました。このような言い方をすると、しとやかな魅力が前景化されますが、ここぞとい
うときには、しなやかに難局を乗り越えられました。何事も疎かにせず、しかもはんなりとこなされ
て、あとに続く者に範を示してくださいました。ありがとうございました。
先生のますますのご健勝とご活躍を祈 りつつ、これからも本センターを見守っていただければと存
じます。
2013年3月
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